
2024年度 第 1回理事会議事録 

 

Ⅰ．会議名 ：2024年度（公社）日本地すべり学会 第 1回理事会 

Ⅱ．開催日時：2024年 5月 10日（金） 14時 30分～17時 10分 

Ⅲ．開催場所：WEB会議 

Ⅳ．出席者 ：理事出席 15名，監事出席 2名，その他 4名 

役職 氏名 出欠 役職 氏名 出欠 役職 氏名 出欠 

理事 浅野 志穂 〇 理事 大河原 正文 × 理事 堤 大三 〇 

理事 新井場 公徳 〇 理事 太田 英将 〇 理事 冨田 陽子 〇 

理事 飯沼 達夫 〇 理事 岡田 康彦 〇 理事 中村 真也 × 

理事 石丸 聡 〇 理事 加藤 猛士 〇 理事 藤井 俊逸 × 

理事 岩橋 純子 × 理事 笹原 克夫 〇 理事 古谷 元 〇 

理事 宇次原 雅之 〇 理事 佐藤 剛 × 理事 渡部 直喜 〇 

理事 榎田 充哉 〇 理事 佐藤 浩 〇 （理事 15名，定足数 11名） 

 

監事 今泉 文寿 〇 監事 相楽 渉 〇 （監事 2名） 

 

表彰委員長 平松 晋也 〇 東北支部長 森口 周二 〇  

事務局 鈴木 英則 〇 総務部 藤元 亮 〇  

（その他 4名） 

 

〇理事会開催時における理事の出席数は 13 名。定足数 11 名（理事の過半数）を満たし理事

会は成立。開催時に出席者の通信確認を行った。 

古谷理事は，審議事項-1の途中より参加（出席理事 14名）。 

平松表彰委員長は，審議事項-1の終了後，退席 

石丸理事は，審議事項-6の途中より参加（出席理事 15名） 

〇議事録署名人は，笹原会長，今泉監事，相楽監事。 

 

 

 

 

 



＜議長あいさつ＞ 

笹原会長が開会のあいさつを行った。 

 

議題Ⅰ．審議事項 

１． 2024年度学会賞受賞者 

平松表彰委員長より，下記の 2024年度学会賞についての説明があった。 

【技術報告賞】 松浦 純生 氏（(前)京都大学防災研究所，正会員） 

【研究奨励賞】 大澤 光 氏（森林総合研究所，正会員） 

・ 2024年度学会賞についての審議の結果，賛成 14票，反対 0票で承認された。 

 

２． 2023 年度事業報告 

各部長，支部長他より，2023事業報告についての説明が行われた。（部長,支部長が欠席

の事業計画部については宇次原理事，関西支部については太田理事,北海道支部･九州支部に

ついては飯沼理事，委員会については榎田副会長，飯沼理事が説明。）説明後の意見，質

疑・応答，審議の結果は以下の通りである。 

・ 地すべり学会誌の投稿数が減っている状況にあるが，編集出版部で工夫している点等あ

れば教えて頂きたい。 

→インパクトファクターが評価される昨今の状況より，投稿増の実現がなかなか難しいし

い状況にある。このため，投稿しやすい技術報告に対し，例年，技術報告賞の推薦を行

っている。また，読みもの的なもの（地すべり探訪等）を増やす等，学会誌の内容の充

実を図る努力をしている。 

→AI の自動翻訳技術等の発展やオープンアクセスの拡大により，海外から日本語の論文

も読まれる時代になる可能性も考えられる。ここが踏ん張りどころと思われるため，あ

きらめずに投稿数を増やす取り組みを続けて頂きたい。また，各理事で投稿数を増やす

働きかけをお願いしたい。 

→理事会としての取り組みも必要と思われるため，検討頂きたい。 

・ 2023年度事業報告についての審議の結果，賛成 14票，反対 0票で承認された。 

 

３． 2023年度決算報告及び監査報告 

飯沼理事より，2023年度決算報告についての説明，相楽幹事より監査報告についての説

明があった。また今泉監事より，支部によって収益が極めて少ない支部があること，そして

それは公平性という点でも問題があり，学会の継続的な活動を念頭に，これらの支部は，収

支の改善を図る必要がある旨の指摘があった。 



・ 2023年度決算報告及び監査報告についての審議の結果，賛成 14票，反対 0票で承認さ

れた。 

 

４． 能登半島地震の被災者に対する会費減免措置 

新井場理事より，能登半島地震の被災者 2 名に対する会費減免措置についての説明があっ

た。 

・ 能登半島地震の被災者に対する会費減免措置についての審議の結果，賛成 14 票，反対

0票で承認された。 

 

５． 2024年度研究助成対象研究課題 

古谷理事より，2024年度助成対象研究課題について，募集する研究課題 1件に対して 2件

の応募があったため，研究調査部で書類審査，投票を行い，下記の申請課題採択した旨の説

明があった。 

 申請研究課題名： 

地下水排除工のスライム付着防止・除去に資する「黒色物質」の作用メカニズム 

（申請者：渡部直喜） 

説明後の意見，質疑・応答，審議の結果は以下の通りである。 

・ 投票者はバランスが取れた構成となっていたか。 

→研究調査部の産学でバランスが取れた構成としている。 

・ 2024年度研究助成対象研究課題についての審議の結果，賛成 14票，反対 0票で承認さ

れた。 

 

６． 2025年度研究発表会 

宇次原理事より，2025 年度研究発表会及び現地見学会担当支部についての説明があった。 

・ 2025年度研究発表会についての審議の結果，賛成 15票，反対 0票で承認された。 

 

７． 入退会者状況 

鈴木事務局長より入退会者状況についての説明があった。説明後の意見，審議の結果は以

下の通りである。 

・ 各部，支部において，引き続き学会員の獲得を念頭においた活動の計画をお願いしたい。 

・ 入会者についての審議の結果，賛成 15票，反対 0票で承認された。 

 



議題Ⅱ．報告事項 

１． 決算に関する執行部評価 

笹原会長より，決算に関する執行部評価について報告があった。 

・ 理事からの意見は，特になかった。 

 

２． 宮城大会準備状況 

森口支部長より，宮城大会準備状況について報告があった。報告後，下記の意見があっ

た。 

・ Web配信の支出予定を見ると，例年より大幅にコストダウンできていると思われる。

次年度以降の大会の参考となるため，大会後，ノウハウ等を共有頂きたい。 

 

３． 2024年度シンポジウム 

宇次原理事より，2024年度（公社）日本地すべり学会シンポジウム開催内容についての報

告があった。 

・ 理事からの意見は，特になかった。 

 

４． WLF7の開催地 

佐藤浩理事より，WLF7の開催国の変更（台湾からインドへ変更の調整中）についての報

告があった。 

・ 理事からの意見は，特になかった。 

 

５． 能登半島地震への対応 

笹原会長より,能登半島地震への対応状況（学会調査団編成,斜面防災対策技術協会との連

携,石川県への協力依頼,対応委員会の公募）についての報告があった。 

・ 理事からの意見は，特になかった。 

 

６． 会長・副会長・専務理事の職務執行報告 

 笹原会長，浅野副会長，榎田副会長，新井場専務理事より，職務執行の報告があった。 

・ 理事からの意見は，特になかった。 

 

７． 代議員の交代 

新井場専務理事より，関東支部の代議員の交代についての報告があった。 

・ 理事からの意見は，特になかった。 

 



８． 担当交代に伴う業務の引継ぎ 

笹原会長より,担当交代に伴う業務の引継ぎについての報告があった。また,鈴木事務局長

より，グループ内ファイル保管共有サービスの活用に関する案内があった。 

・ 理事からの意見は，特になかった。 

 

以上 

 

議事録署名人 会長   笹原 克夫     ㊞  

議事録署名人 監事   今泉 文寿      ㊞   

議事録署名人 監事    相楽 渉      ㊞ 


